
新年度が始まり、友愛クラブの各事業がスタートしまし

た。今年度もみなさんの元気が、イベントを盛り上げて

います。写真は健康まつりとシニア大学、そして輪投げ

大会のようすです。（5頁〜7頁に関連記事）

シニア大学

健康まつり
輪投げ

友愛クラブ
令和もにぎやかに

（ 1 ） 会　　　　報 第 97 号

第95号

平成 30 年 7 月 24 日　発行

発　行　中野区友愛クラブ連合会

〒1 6 4─8 5 0 1
東京都中野区中野 4 丁目 8 番 1 号
中 野 区 役 所 地 域 支 え あ い 推 進 室
地 域 活 動 推 進 分 野
電　　話   （03） 3 2 2 8 ─ 5 5 7 1

発行：中野区友愛クラブ連合会　〒164-8501 東京都中野区中野4丁目8番1号　中野区役所地域支えあい推進部　地域活動推進課　電話（03）3228-5571

令和元年7月20日

発　　行

第97号

Nakano Senior Citizens’Club

中野区友愛クラブ連合会

な  か  ゆ  う  れ  ん



　

団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
の
仲
間

入
り
す
る
２
０
２
５
年
問
題
に
つ
い

て
、
国
や
多
く
の
機
関
で
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
事
態
は
非
常
に
深
刻
で
あ

る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
生
産
人
口
と
高
齢
者

人
口
の
歪
化
、
認
知
症
患
者
の
増
加
、

一
人
住
ま
い
の
増
加
に
起
因
す
る
高
血

圧
や
認
知
症
へ
の
誘
発
等
々
、
極
め
て

深
刻
な
問
題
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
１
月
に
、
全
国
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
主
催
の
「
在
宅
福
祉
を
支
え

る
友
愛
活
動
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ

　

こ
の
た
び
、
第
57
代
中
野
区
議
会
議

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
職
責
の
重

さ
と
区
民
の
皆
様
の
区
政
へ
の
期
待
の

大
き
さ
に
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が

し
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
理
解
、

ま
し
た
。
こ
れ
に
、
東
京
都
を
代
表
し
、

中
野
区
友
愛
ク
ラ
ブ
連
合
会
と
府
中
市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
、
厚
生
労
働
省
か

ら
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
国
と

し
て
の
政
策
プ
ラ
ン
の
説
明
が
あ
り
、

初
め
て
老
人
ク
ラ
ブ
も
そ
の
主
体
者
と

し
て
位
置
づ
け
が
明
確
に
示
さ
れ
、
と

く
に
、
地
域
の
中
で
老
人
ク
ラ
ブ
の
活

動
の
大
切
さ
が
理
解
さ
れ
た
画
期
的
な

セ
ミ
ナ
ー
で
し
た
。

　

こ
れ
を
契
機
に
、
中
野
区
友
愛
ク
ラ

ご
協
力
と
と
も
に
、
ご
指
導
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
友
愛
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
皆
様

が
主
催
さ
れ
て
い
る
「
シ
ニ
ア
大
学
」

「
健
康
ま
つ
り
」「
芸
能
大
会
」
の
ほ
か
、

ブ
連
合
会
で
は
２
年
間
の
モ
デ
ル
事
業

の
体
験
を
経
て
地
域
活
動
の
活
性
化
の

認
識
を
強
め
、
重
要
課
題
と
し
て
取
り

上
げ
る
に
至
り
ま
し
た
。

　

中
野
区
友
愛
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
は
、

現
在
10
の
地
区
連
合
会
が
あ
り
、
地
域

特
性
を
生
か
し
た
活
動
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
中
友
連
で
は
今
後
さ
ら
に
、
地

区
連
合
会
と
緊
密
な
関
係
づ
く
り
を
行

い
、
地
域
で
の
活
動
が
活
性
化
し
て
い

く
よ
う
努
力
を
重
ね
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

多
彩
な
生
き
が
い
・
健
康
づ
く
り
の
取

組
、
町
会
・
自
治
会
と
連
携
し
た
支
え

あ
い
活
動
な
ど
で
は
、
多
く
の
高
齢
者

の
皆
様
が
そ
れ
ぞ
れ
主
役
と
な
っ
て
い

き
い
き
と
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う

今
後
ま
す
ま
す
期
待
さ
れ
る
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動

中
野
区
友
愛
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長
　

髙
山
　
郁
朗

だ
れ
も
が
い
き
い
き
と
年
を
重
ね
て

輝
く
ま
ち
を
め
ざ
し
て

中
野
区
議
会
議
長
　

高
橋
か
ず
ち
か
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総

務

部

 

総
務
部
長

　

狩
野

　
景
茂

　

４
月
26
日
（
金
）
午
後
２
時
よ
り
、
中

野
区
役
所
会
議
室
に
お
い
て
、
中
野
区

長
・
酒
井
直
人
様
を
は
じ
め
来
賓
の

方
々
の
ご
臨
席
の
も
と
に
平
成
31
年
度

定
例
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
平
成
30
年
度
事
業
報
告

な
ら
び
に
収
支
決
算
報
告
、
続
い
て
平

成
31
年
度
事
業
計
画
と
収
支
予
算
報
告

が
な
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
の
一
つ
に
「
会
則
改
定
」
を
上
げ

ま
し
た
が
、
総
会
で
は
役
員
会
案
に
つ

い
て
意
見
の
収
集
の
み
に
留
め
、
決
議

は
後
日
の
臨
時
総
会
に
持
ち
越
し
と
し

ま
し
た
。

　

５
月
17
日
（
金
）
、
会
長
会
が
行
わ
れ
、

各
部
の
実
績
と
今
後
の
予
定
に
つ
い
て

報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
報
告
は
、

総
務
部
よ
り
４
月
26
日
の
定
例
総
会
、

教
養
部
か
ら
は
６
月
４

日
よ
り
始
ま
る
シ
ニ
ア

大
学
に
つ
い
て
、
体
育

部
か
ら
は
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
、
輪
投
げ

な
ら
び
に
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
等
の
実
施
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　

定
例
総
会
か
ら
継
続

案
件
の
「
会
則
改
定
」
に

つ
い
て
は
、
臨
時
総
会

に
切
り
替
え
て
審
議
を

行
い
、
活
発
な
意
見
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
が
、

結
論
に
つ
い
て
は
さ
ら

に
地
区
連
合
会
会
長
会

を
経
て
幅
広
く
意
見
を

収
集
し
、
具
体
的
検
討

を
重
ね
、
７
月
期
の
会

長
会
を
再
び
臨
時
総
会

平
成
31
年
度
定
例
総
会
＆

 

会
長
会
を
実
施

総会議事のようす

し
た
姿
は
、
人
口
に
占
め
る
高
齢
者
人

口
の
割
合
（
高
齢
化
率
）
が
世
界
一
高
い

日
本
が
世
界
に
誇
る
人
生
百
年
時
代
の

生
き
方
モ
デ
ル
と
い
え
ま
す
。
来
年
７

月
に
開
幕
す
る
東
京
２
０
２
０
大
会

は
、
仲
間
と
と
も
に
輝
く
高
齢
者
の
皆

様
の
姿
を
世
界
に
発
信
す
る
絶
好
の
機

会
で
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
長
年
の
経

験
と
知
見
を
活
か
し
て
い
た
だ
き
、
地

域
や
私
た
ち
に
引
き
続
き
ご
指
導
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

生
涯
現
役
と
し
て
、
ま
す
ま
す
の
ご
活

躍
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。
区
議
会

も
、
だ
れ
も
が
輝
き
続
け
ら
れ
る
ま
ち

の
実
現
を
目
指
し
て
全
力
で
取
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

に
切
替
え
、
最
終
決
定
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
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《平成31年度　中野区友愛クラブ連合会　事業予定》

※日時や会場は都合により変更する場合があります。ご了承ください。

月 実施予定日 行　事　名 会場・時間 役員会10:00〜

4月
2日（火） 第51回 グラウンド・ゴルフ大会 妙正寺川公園運動広場　9：30〜

12日（金）
26日（金） 第59回 定期総会 区役所7階第8〜10会議室　14：00〜

5月

9日（木） 第73回 ゲートボール大会　（予備日5/14） 妙正寺川公園運動広場　9：30〜

10日（金）

15日（水） 輪投げ合同練習会 産業振興センター 体育室　10：00〜

17日（金） 会長会 区役所7階第8〜10会議室　14：00〜

24日（金） リズム体操（上高田、昭和・東中野地区） 上高田区民活動センター 多目的室　13：30〜

29日（水） 映画鑑賞会 なかのＺＥＲＯ小ホール　14：00〜

6月

4日（火） 第54期 シニア大学（開校式・第1回） なかのＺＥＲＯ大ホール　14：00〜

７日（金）13日（木） 第44回 健康まつり 中野体育館　 9：30〜

26日（水） 城西ブロック 第12回 輪投げ大会 中野体育館　 9：30〜

7月

2日（火） 第54期 シニア大学（第2回） なかのＺＥＲＯ大ホール　14：00〜

５日（金）

中　  旬 会報第97号発行

16日（火） 女性部大会 なかのＺＥＲＯ小ホール　14：00〜

17日（水） リズム体操（江古田地区） 江古田区民活動センター レクホール　13：30〜

19日（金） 会長会 区役所7階第8〜10会議室　14：00〜

8月 2日（金） 地区友愛クラブ連合会 会長会 区役所7階第2会議室　14：00〜 ９日（金）

9月

2日（月） リズム体操（鷺宮・上鷺宮地区） 鷺宮区民活動センター 洋室2号　13：30〜

６日（金）
3日（火） 第52回 グラウンド・ゴルフ大会 妙正寺川公園運動広場　9：30〜

9日（月） タオル体操 産業振興センター 体育室　13：30〜

10日（火） 第54期 シニア大学（第3回） なかのＺＥＲＯ大ホール　14：00〜

10月

3日（木） 第74回ゲートボール大会（予備日10/10） 妙正寺川公園運動広場　9：30〜

４日（金）

9日（水） 第54期 シニア大学（第4回） なかのＺＥＲＯ大ホール　14：00〜

16日（水） 第10回 輪投げ大会 産業振興センター 体育室　10：00〜

17日（木） 芸能大会　出演者団体打合せ 区役所7階第9・10会議室　14：00〜

下旬ごろ 日帰り研修

23日（水） １円玉の寄付・タオル、雑巾の募集 スマイルなかのＡＢ会議室　10：00〜

25日（金） 会長会 区役所7階第8〜10会議室　14：00〜

11月 

7日（木） 第54期 シニア大学（閉校式・第5回） なかのＺＥＲＯ大ホール　14：00〜

８日（金）12日（火） リズム体操（新井・沼袋、野方・大和町地区）野方区民活動センター 多目的室　13：30〜

27日（水） 第57回 芸能大会 なかのZERO大ホール　10：00〜

12月
5日（木） 健康体操 産業振興センター 体育室　13：30〜

13日（金）
18日（水） 地区友愛クラブ連合会 会長会 区役所7階第8会議室　14：00〜

1月
16日（木） 新年懇親会 中野サンプラザ コスモルーム　12：00〜

10日（金）
20日（月） リズム体操（東部、鍋横・桃園地区） 桃園区民活動センター 多目的室 13：30〜

2月
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14日（金）19日（水） 輪投げ合同練習会 産業振興センター 体育室　10：00〜

21日（金） 会長会 区役所7階第8〜10会議室　14：00〜

3月

9日（月） タオル体操 産業振興センター 体育室　13：30〜

13日（金）13日（金） リズム体操（南中野地区） 南中野区民活動センター　13：30〜

下旬ごろ 日帰り研修
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令
和
の
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。
私
た

ち
は
、
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
む
令
和

の
時
代
の
主
役
と
し
て
、
こ
の
課
題
を
み

ん
な
で
共
有
し
、正
面
か
ら
向
き
合
う
努

力
が
必
要
で
す
。

　

「
支
え
あ
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
、シ
ニ
ア

大
学
の
第
１
回
目
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
２

０
１
７
年
よ
り
３
年
間
継
続
し
開
催
し

て
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
７
年
は
、「
高
齢
者
に
な
ぜ
支

え
あ
い
が
必
要
？
」
と
の
疑
問
を
解
消

し
、
実
践
に
繋
げ
る
た
め
に
、
高
齢
化
の

実
態
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、見
守
り
支

え
あ
い
先
達
の
町
会
・
自
治
会
の
事
例
に

学
び
、
連
携
を
目
論
み
ま
し
た
。

　

各
組
織
が
一
体
に
な
っ
て
行
動
す
る

見
守
り
支
え
あ
い
が
地
域
の
主
体
で
あ

る
一
方
で
、
友
愛
ク
ラ
ブ
そ
の
も
の
が
高

齢
者
の
「
居
場
所
」
で
あ
り
「
仲
間
づ
く

り
」
の
場
で
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
見
守
り

教

養

部
 

教
養
部
長

　

松
本

　
克
二

愛
が
行
き
交
う
住
み
よ
い
ま
ち
に
！

人
生
百
歳
時
代
！

〜
快
適
な
居
場
所
づ
く
り
と

 

心
が
通
う
仲
間
づ
く
り
〜

支
え
あ
い
の
拠
点
で
あ
る
と
の
認
識
に

立
ち
、
２
０
１
８
年
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、
モ
デ
ル
ク
ラ
ブ
の
事
例
に
学
び
、
友

愛
ク
ラ
ブ
の
魅
力
づ
く
り
を
狙
い
と
し

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
年
度
の
支
え
あ
い
フ
ォ
ー

ラ
ム
も
、
友
愛
ク
ラ
ブ
の
足
元
に
し
っ
か

り
目
を
向
け
、そ
の
魅
力
づ
く
り
を
目
的

に
パ
ネ
ル
討
議
を
中
心
に
行
い
ま
し
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
に
は
、
豊
田
会
長（
本
郷
長

寿
会
）と
高
木
会
長（
桃
園
こ
と
ぶ
き
会
）

お
二
方
の
活
動
事
例
や
今
後
の
課
題
を
、

さ
ら
に
立
場
を
変
え
て
酒
井
区
長
か
ら

「
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
プ
ラ
ン
を
中
心

と
し
た
行
政
側
の
高
齢
者
対
策
の
現
状

と
今
後
、
中
野
区
社
会
福
祉
協
議
会
・
上

村
事
務
局
長
よ
り
社
協
の
高
齢
者
サ

ポ
ー
ト
の
お
話
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
討
議
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
、
法
政
大
学
現
代
福
祉
学
部
教
授
の

宮
城
孝
先
生
で
し
た
が
、
高
齢
者
の
活

動
現
場
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
課
題
や
不

安
材
料
に
対
し
、行
政
や
社
協
と
し
て
の

高
齢
者
支
援
を
「
安
心
材
料
」
と
し
て
有

機
的
に
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
い
た
だ
き
、
会

場
の
皆
さ
ま
に
ご
理
解
い
た
だ
い
た
も

の
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
２
部
で
は
、

「
人
生
百
歳
時
代
の
設
計
図
～
あ
な
た

は
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
の
人
生
設

計
図
が
あ
り
ま
す
か
？
」
と
題
し
、
宮
城

孝
先
生
に
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

介
護
、
認
知
症
、
孤
独
死
、
災
害
や

犯
罪
等
、
高
齢
者
の
大
敵
か
ら
「
自
助
」

「
共
助
」
に
よ
り
守
る
こ
と
の
大
切
さ
や

そ
の
方
法
を
、ご
自
身
の
行
動
体
験
に
よ

り
培
わ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
分
か
り
や
す

く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
「
シ
ニ
ア
大
学
」
の
予
定
は
、

表
の
通
り
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
仲
間
を
お
誘

い
あ
わ
せ
の
上
な
か
の
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
大

ホ
ー
ル
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

第3回

9月10日（火）

健康講座　Part 1

〜嗜好品を食べて

成人病予防〜

戸田総合病院
医師　椎名一紀氏

第4回

10月 9日（水）

健康講座　Part 2

〜目指そう！

健康でいきいき人生を〜

中部すこやか福祉センター

第5回

11月 7日（木）

春日くに子先生の
音楽レクリエーション

〜歌と音楽で脳いきいき〜

歌手・音楽療法士
春日くに子氏

シニア大学今後の予定
シニア大学今後の予定 （いずれも13時15分受付　14時開始）

シ
ニ
ア
大
学
・
支
え
あ
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
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奉
仕
部
の
活
動
に
い
つ
も
ご
協
力
い

た
だ
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

５
月
29
日
（
水
）
に
実
施
し
た
映
画
鑑

賞
会
は
、
４
７
７
名
と
大
勢
の
方
々
に

ご
参
加
な
ら
び
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

心
よ
り
嬉
し
く
存
じ
ま
す
。

　

映
画
鑑
賞
会
は
、
い
ま
ま
で
10
月
に

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
時
期
に
は

◆
中
友
連
輪
投
げ
合
同
練
習

　

２
月
20
日（
水
）、中
友
連
の
輪
投
げ
合

同
練
習
会
が
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
38

ク
ラ
ブ
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

輪
投
げ
人
口
の
増
加
に
対
応
し
、
今

回
よ
り
午
前
と
午
後
に
分
か
れ
て
競
技

を
行
い
、
大
変
賑
や
か
な
大
会
と
な
り

ま
し
た
。

１
位　

な
べ
よ
こ
ク
ラ
ブ
（
Ａ
）

 

６
１
６
点

奉

仕

部
 

奉
仕
部
副
部
長

　

小
俣
ふ
じ
子

体

育

部

 

体
育
部
長

　

大
川

　
輝
男

好
評
だ
っ
た
「
オ
ケ
老
人
」

各
種
「
元
気
ス
ポ
ー
ツ
」

大
会
の
報
告

い
ろ
い
ろ
行
事
が
重
な
っ
て
し
ま
う
た

め
、
本
年
よ
り
５
月
に
実
施
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
早
め
に
繰
り
上
げ
て
の

実
施
に
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
、

皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
不
安
は
吹
っ

飛
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
選
定
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
映

画
「
オ
ケ
老
人
」
に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
や
生
の
声
を
お
聞
き
し
た
と

こ
ろ
「
良
か
っ
た
よ
」「
久
し
ぶ
り
に
感

動
し
た
！
」「
す
ご
く
励
ま
さ
れ
た
感

じ
」「
年
を
と
っ
て
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
大

事
な
ん
だ
よ
ね
」
等
々
、
高
評
価
を
い

た
だ
き
、
二
重
の
喜
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
年
度
は
、
す
で
に
５
月
25
日
を
予

定
し
ま
し
た
。
皆
さ
ま
に
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
り
良
い
映
画
が
ご
提
供
で
き

る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

２
位　

か
み
さ
ぎ
こ
と
ぶ
き
会

 

５
６
０
点

３
位　

沼
袋
け
や
き
会 

４
７
７
点

４
位　

老
盛
会 
４
７
４
点

高
得
点
賞

１
位　

西
田　

好
美

 （
か
み
さ
ぎ
こ
と
ぶ
き
会
）

 

１
４
２
点

２
位　

河
村
千
江
美

 （
か
み
さ
ぎ
こ
と
ぶ
き
会
）

 

１
３
１
点

◆
第
51
回
中
友
連

　
春
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　

４
月
２
日
（
火
）
、
妙
正
寺
川
公
園
運

動
広
場
に
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
が
、
１
７
８
名
の
参
加
者
を
え
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
高
山
会
長
な
ら
び

に
来
賓
の
方
々
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
始

球
式
が
あ
り
、
競
技
開
始
。
熱
戦
を
展

開
し
ま
し
た
。

優
　
勝　

田
代　

静
江

 

（
沼
袋
け
や
き
会
）　

16
打

準
優
勝　

清
水　

英
次

 

（
沼
袋
け
や
き
会
）　

18
打

３
　
位　

中
村　

京
 

（
南
台
さ
く
ら
会
）　

19
打

狙いをつけて一投

勢いよくスイング
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◆
第
73
回

　
中
友
連
春
季
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

５
月
９
日
（
木
）
、
妙
正
寺
川
公
園
運

動
広
場
に
お
い
て
、
11
チ
ー
ム
の
参
加

で
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
各
チ
ー
ム
戦
略
を
練
り
な
が
ら
、

1
打
の
駆
け
引
き
を
行
い
つ
つ
、
競
い

合
い
ま
し
た
。

総
合
優
勝　

西
町
万
作
会

◆
中
友
連
輪
投
げ
合
同
練
習

　

５
月
15
日
（
水
）
、
令
和
元
年
初
と

な
っ
た
中
友
連
春
季
輪
投
げ
合
同
練
習

会
が
、
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
初
め
て
40
ク
ラ
ブ

の
参
加
が
あ
り
、
午
前
17
ク
ラ
ブ
、
午

後
23
ク
ラ
ブ
で
競
技
を
行
い
ま
し
た
。

１
位　

大
和
友
愛
会
（
Ａ
） 

６
０
０
点

２
位　

沼
袋
け
や
き
会
（
Ａ
） ５
９
８
点

３
位　

小
滝
泉
会 

５
９
６
点

４
位　

福
寿
会
（
Ａ
） 

５
５
７
点

高
得
点
賞
（
男
性
）

１
位　

田
中　

開
介

 

（
小
滝
泉
会
）
１
９
８
点

２
位　

安
藤　

達
之

 

（
大
和
友
愛
会
）
１
９
１
点

３
位　

軽
部　

安
泰

 

（
福
寿
会
）
１
８
５
点

高
得
点
賞
（
女
性
）

１
位　

松
嶋　

和
代

 

（
南
台
健
寿
会
）
１
５
４
点

２
位　

須
賀
シ
マ
子

 

（
幸
寿
会
）　

１
５
４
点

３
位　

大
久
保
綾
子

 
（
沼
袋
け
や
き
会
）
１
４
６
点

◆
第
44
回
中
友
連
健
康
ま
つ
り

　

６
月
13
日
（
木
）
、
中
友
連
の
健
康
ま

つ
り
が
中
野
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
49

ク
ラ
ブ
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

松
本
副
会
長
の
開
会
宣
言
に
は
じ

ま
っ
た
開
会
式
で
は
、
杉
下
文
昭
さ
ん

（
な
べ
よ
こ
ク
ラ
ブ
）
と
梁
川
妙
子
さ
ん

（
南
台
さ
く
ら
会
）

の
両
名
に
よ
っ
て

聖
火
の
入
場
が
行

わ
れ
、
酒
井
区
長
、

高
橋
区
議
会
議

長
、
ひ
や
ま
区
議

会
厚
生
委
員
長
を

は
じ
め
多
く
の
来

賓
の
方
々
か
ら
ご

あ
い
さ
つ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
若
井
武
志
さ

ん
（
幸
寿
会
）
と
岩
附
浩
子
さ
ん
（
多
田

長
生
ク
ラ
ブ
）
の
両
名
に
よ
る
優
勝

カ
ッ
プ
の
返
還
が
行
わ
れ
、
ラ
ジ
オ
体

操
の
あ
と
競
技
に
入
り
ま
し
た
。

　

会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
て
大
変
盛
り

上
が
り
、
ま
た
聖
火
入
場
を
行
っ
た
杉

下
さ
ん
と
梁
川
さ
ん
に
よ
る
応
援
合
戦

も
盛
り
上
げ
に
一
役
買
い
、
風
船
割
り

競
走
、
ゲ
ー
ト

ボ

ー

ル

レ

ー

ス
、
紅
白
玉
入

れ
な
ど
、
12
種

目
の
競
技
で
参

加
者
の
み
な
さ

ん
は
爽
や
か
な

汗
を
流
し
ま
し

た
。

　

令
和
初
の
健
康
ま
つ
り
は
、
久
し
ぶ

り
に
赤
組
に
軍
配
。
赤
組
を
代
表
し
て

早
川
一
雄
さ
ん
（
小
淀
あ
ず
ま
会
）
に
優

勝
カ
ッ
プ
、
安
田
朝
子
さ
ん
（
上
高
田
和

楽
会
）
に
花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昼
休
み
に
は
「
南
の
島
の
ハ

メ
ハ
メ
ハ
大
王
」
、
最
後
に
は
「
中
野
音

頭
」「
東
京
音
頭
」
を
全
員
で
踊
る
な
ど
、

親
睦
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た

一
日
で
し
た
。

　

皆
様
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
来
年
も
お
楽
し
み
に
。

ホールポストを狙う

聖火入場のシーン

風船割りレース
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３
月
20
日
（
水
）
、
30
ク
ラ
ブ
１
３

６
名
の
参
加
を
得
て
、
中
友
連
の
日

帰
り
研
修
旅
行
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
た
び
の
目
的
地
は
、
早
春
の
常
磐

道
を
北
上
し
、
「
那
珂
湊
・
お
さ
か
な

市
場
」
と
「
水
戸
・
偕
楽
園
梅
ま
つ

り
」
で
す
。

　

最
初
の
目
的
地
は
、
那
珂
湊
・
お

さ
か
な
市
場
。
市
場
内
の
水
産
会
社

「
森
田
水
産
」
直
営
食
堂
で
、
鮮
度
抜

群
の
刺
身
ご
膳
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し

た
　

次
の
目
的
地
で
あ
る
水
戸
の
偕
楽

園
は
、
ち
ょ
う
ど
梅
ま
つ
り
の
期
間

中
友
連
　
日
帰
り
研
修
旅
行

中
で
、
紅
白
の
梅
の

花
が
咲
き
乱
れ
、
私
た
ち
の
目
と
鼻

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
青
春

時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
、
ピ
ー

ス
し
な
が
ら
に
こ
や
か
に
カ
メ
ラ
に

収
ま
る
参
加
者
の
姿
も

み
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
の
寄
り
道
は
、

筑
波
ハ
ム
直
売
所
。
ハ

ム
工
場
に
隣
接
す
る
売

店
で
、
試
食
を
楽
し
み

な
が
ら
大
判
振
る
舞

い
。
茨
城
県
の
経
済
に

大
い
に
貢
献
し
、
帰
途

の
バ
ス
に
揺
ら
れ
ま
し
た
。

　

帰
路
、
首
都
高
の
渋
滞
に
遭
遇
し
、

予
定
よ
り
遅
い
帰
着
に
な
り
ま
し
た

が
、
ト
ラ
ブ
ル
が
な
く
参
加
者
全
員

が
無
事
に
バ
ス
の
旅
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
様
の

ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。
委
員
の
皆

様
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。

旅
行
委
員
会

　
委
員
長

　

松
本

　
克
二

名
産
・
梅
を
訪
ね
る
旅

　
一
路
茨
城
へ

地

区

活

動

コ

ー

ナ

ー

梅
雨
入
り
前
の
６

月
６
日
、
10
ク
ラ
ブ

80
人
の
会
員
を
乗
せ

た
大
型
バ
ス
２
台

は
、
中
野
南
台
を
出

発
。
途
中
、
海
ほ
た

恒
例
の
バ
ス
旅

　
千
葉
南
房
総
へ

〜
ソ
ム
リ
エ
ハ
ウ
ス
酒
匠
の
館
＆
蜂
蜜
工
房
〜

南
中
野
友
愛
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
会
長

　

秋
山

　
収
一

る
で
休
憩
し
、
一
路
千
葉
県
南
房
総
へ

と
向
か
っ
た
。

最
初
の
目
的
地
は
、
創
業
寛
政
５
年

の
歴
史
を
誇
る
酒
蔵
“
ソ
ム
リ
エ
ハ
ウ

ス
酒
匠
「
小
泉
酒
造
」
”
で
す
。
「
酒
造

り
は
米
作
り
か
ら
」
と
自
ら
育
て
た
米
、

鹿
野
山
山
系
の
仕
込
み
水
、
そ
し
て
熟

達
し
た
技
に
よ
り
、
古
き
良
き
伝
統
を

守
り
な
が
ら
名
酒
が
誕
生
し
て
い
る
様

記念の１枚
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を
垣
間
見
ま
し
た
。
試
飲
の
種
類
も
豊

富
で
、
こ
こ
で
し
か
購
入
で
き
な
い
酒

も
あ
り
、
参
加
者
は
試
飲
と
買
い
物
を

楽
し
み
ま
し
た
。
大
吟
醸
入
り
の
ソ
フ

ト
ク
リ
ー
ム
も
珍
し
く
、
人
気
の
的
に

な
り
ま
し
た
。

金
谷
の
ザ
・
フ
ィ
ッ
シ
ュ
パ
ノ
ラ
マ

オ
ー
シ
ャ
ン
ビ
ュ
ー
で
昼
食
タ
イ
ム
。

広
い
ガ
ラ
ス
窓
越
し
に
内
房
の
海
を
眺

望
し
な
が
ら
、
新
鮮
な
魚
料
理
な
ど
昼

上
高
田
地
区
の
上
高
友
愛
ク
ラ
ブ
連

合
会
で
は
、
総
会
で
友
愛
ク
ラ
ブ
の
拡

大
を
決
め
、
役
員
会
で
会
長
が
先
頭
を

切
っ
て
行
動
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ

ま
し
た
。
２

月
頃
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
の
条

件
に
合
わ
せ

て
、
対
象
者

と

の

対

話

や
、
町
会
で

の
訴
え
な
ど

で
拡
大
し
ま

し
た
。

単
位
ク
ラ
ブ
で
あ
る
和
楽
会
で
は
、

行
事
の
内
容
な
ど
を
紹
介
し
て
、「
好
き

な
行
事
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
」
と
呼

び
か
け
、
一
挙
に
17

人
が
増
え
ま
し
た
。

上
高
田
寿
ク
ラ
ブ
で
は
、
会
長
が
町
会

の
役
員
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
毎
月
の
部

長
会
で
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
報
告
し
、
加

入
を
訴
え
３
年
間
で
10

人
以
上
の
役
員

が
加
入
し
ま
し
た
。
同
時
に
町
会
の
行

事
に
ク
ラ
ブ
の
会
員
が
参
加
す
る
な

ど
、
連
携
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
２
世

代
（
母
親
と
息
子
）
や
夫
婦
で
の
加
入

も
増
え
て
き
ま
し
た
。
上
高
高
砂
会
、

隣
友
会
も
増
加
し
ま
し
た
。

毎
月
の
誕
生
会
や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
、

会
員
が
主
人
公
の
活
動
を
楽
し
く
、
お

互
い
が
支
え
合
う
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
さ
ら
に
会
員
を
増
や
し
て
い
き
ま

す
。

会
員
を
27
人
増
や
し
ま

し
た

上
高
友
愛
ク
ラ
ブ
連
合
会

 

会
長

　

本
郷

　
得
治

食
を
満
喫
し
ま
し
た
。
天
候
に
恵
ま
れ
、

東
京
湾
か
ら
流
れ
る
風
も
清
々
し
く
、

食
後
は
ゆ
っ
く
り
散
歩
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

次
の
目
的
地
は
、
君
津
市
に
あ
る
“
蜂

蜜
工
房
”
で
し
た
。
蜂
蜜
が
で
き
る
ま

で
の
説
明
を
受
け
た
の
ち
、
そ
れ
ぞ
れ

の
種
類
別
に
蜂
蜜
を
試
食
し
、
香
り
と

味
の
特
徴
を
体
験
し
ま
し
た
。
そ
ば
の

花
と
桜
の
花
は
今
時
期
の
特
産
と
か
。

レ
ジ
の
前
が
大
混
雑
し
て
い
ま
し
た
。

君
津
市
の
道
の
駅
“
四
季
の
蔵
”
を

最
後
の
休
憩
場
所
と
し
、
来
た
道
を
引

き
返
し
、
16

時
に
南
台
に
帰
着
し
ま
し

た
。入

梅
前
の
一
日
、
天
気
に
も
恵
ま
れ
、

参
加
者
全
員
事
故
も
な
く
元
気
に
バ
ス

旅
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各

ク
ラ
ブ
の
会
長
・
世
話
人
の
ご
協
力
に

感
謝
！　

感
謝
！

上高田寿クラブのお花見会・誕生会にて

　昭和・東中野地区（天神梅友会、東四クラブ、昭一きらく会、

コスモ文園、さくらクラブ、小滝泉会）では、昭和・高齢者会

館において、２月、４月、６月、８月、10月、12月のそれぞ

れ第３火曜日に行事を行っています。

　内容は定例会や総会のほか、囲碁、将棋、歌、ダンス、旅行

などです。昭和・東中野地区所属でご興味のある方は、所属の

単位クラブ会長にお尋ねください。

和・東中野地区友愛クラブ連合会からのお知らせ昭 
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最
近
の
テ
レ
ビ
や
新
聞
等
の
ニ
ュ
ー
ス

か
ら
は
、
楽
し
く
、
わ
く
わ
く
す
る
よ
う

な
事
柄
よ
り
も
、
痛
ま
し
い
事
件
や
事
故

の
ニ
ュ
ー
ス
の
方
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

特
に
高
齢
者
の
運
転
ミ
ス
に
よ
る
死
亡

事
故
等
を
見
る
た
び
に
、
突
然
の
事
故
に

遭
わ
れ
た
家
族
の
方
々
の
悲
し
み
や
苦

し
み
は
い
か
ば
か
り
か
と
、
心
が
締
め
付

け
ら
れ
る
思
い
が
い
た
し
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
事
故
を
起
こ
し
た
当
人
や

家
族
の
苦
し
み
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
身
体
的
、
精
神

的
な
不
調
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
思
い
ま

す
。
私
が
よ
く
分
か
ら
な
い
こ
と
は
、
事

故
や
事
件
が
起
こ
る
と
、
報
道
で
は
そ
の

道
の
専
門
家
の
人
た
ち
が
も
っ
と
も
ら
し

い
意
見
を
言
わ
れ
ま
す
が
、
高
齢
者
の
事

故
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
は
聞
い
た
こ
と

が
な
い
こ
と
で
す
。

　

私
の
意
見
と
し
て
で
す
が
、
こ
の
よ
う

な
痛
ま
し
い
事
故
が
起
き
る
前
に
、
普
段

か
ら
老
人
会
な
ど
で
も
町
会
や
警
察
な

ど
と
連
携
し
て
、
そ
の
安
全
に
対
す
る
研

究
会
を
作
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？　

交
通
安
全
週
間
の
時
だ
け
が
交

通
安
全
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
安
心
は
、
安

全
が
あ
っ
て
こ
そ
の
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

町
会
で
は
理
事
と
し
て
地
域
支
え
合

い
活
動
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
南
部

ス
ポ
ー
ツ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
で

健
康
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
教
室
の
運
営
に

携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

町
会
活
動
に
携
わ
る
こ
と
に
な
っ
た

き
っ
か
け
は
、
な
か
の
生
涯
学
習
大
学

の
受
講
経
験
。
生
涯
学
習
大
学
は
定
年

退
職
後
、
自
分
の
知
識
を
深
め
た
い
と

思
い
申
し
込
み
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
と
も
に
学
ぶ
仲
間
か
ら

「
退
職
し
た
ら
地
域
に
貢
献
し
な
い
と

だ
め
だ
よ
」
と
言
わ
れ
、
町
会
活
動
に

参
画
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
地
域

の
行
事
や
高
齢
者
が
集
ま
っ
て
楽
し
ん

で
も
ら
う
「
み
や
も
も
カ
フ
ェ
」
な
ど
の

企
画
・
運
営
の
一
人
と
し
て
携
わ
っ
て

い
ま
す
。

安
全
と
安
心

20　

亀
鶴
会　

狩
野

　
景
茂

地
域
活
動
の
き
っ
か
け
は

「
な
か
の
生
涯
学
習
大
学
」

117　

桃
園
こ
と
ぶ
き
会

高
木

　
亀
介

　

ま
た
、
最
近
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、

健
康
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
教
室
の
運
営
で

す
。
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
は
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
、
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。

世
代
間
の
交
流
も
生
ま
れ
る
の
で
、
や

り
が
い
も
あ
り
、
普
及
に
力
を
注
い
で

い
ま
す
。

　

地
域
活
動
は
楽
し
む
こ
と
が
大
切

　

子
ど
も
か
ら
大
人
が
参
加
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
地
域
活
動
は
、
い
ろ
ん
な
人
と

出
会
い
、
そ
こ
か
ら
地
域
の
こ
と
を
知

る
、
一
つ
の
社
会
教
育
だ
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
活
動
を
続
け

て
い
く
た
め
、
参
加
す
る
人
は
も
ち
ろ

ん
、
自
分
自
身
も
楽
し
む
こ
と
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

第 97 号 会　　　　報 （10）
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西
馬
音
内
は
、
秋
田
県
南
部
の
盆
地

に
あ
り
、
１
０
０
年
以
上
続
く
と
い
わ

れ
る
盆
踊
り
が
有
名
で
、
阿
波
踊
り
、

郡
上
踊
り
と
並
ん
で
日
本
三
大
盆
踊
り

と
呼
ば
れ
る
ら
し
い
。

　

「
有
名
」
と
い
う
が
、
阿
波
踊
り
、
郡

上
踊
り
と
比
べ
る
と
知
名
度
は
は
る
か

に
落
ち
る
。
第
一
、
「
西
馬
音
内
」
を

「
に
し
も
な
い
」
と
正
し
く
読
め
る
人
は

少
な
い
だ
ろ
う
。

　

西
馬
音
内
の
踊
り
手
の
衣
装
は
、
独

特
で
あ
る
。
子
ど
も
以
外
は
藍
染
め
の

西に

し

も

な

い

馬
音
内
の
盆
踊
り

　
　
37　

コ
ス
モ
ス
文
園

 

石
川

　
枝
美

浴
衣
に
黒
頭
巾
を
す
っ
ぽ
り
か
ぶ
る

が
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
よ
う
な
着
物
に

編
み
笠
を
か
ぶ
っ
て
踊
る
。
い
ず
れ
も

外
か
ら
は
踊
り
手
の
顔
が
見
え
な
い
。

こ
の
異
様
な
装
束
の
た
め
に
、
西
馬
音

内
の
盆
踊
り
は
「
亡
者
の
踊
り
」
と
も
呼

ば
れ
て
い
る
。
私
が
西
馬
音
内
に
行
こ

う
と
思
っ
た
の
は
、
以
前
写
真
で
見
た

踊
り
姿
が
妖
し
く
印
象
的
だ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。

　

幸
い
、
盆
踊
り
当
日
に
現
地
入
り
し

た
が
観
覧
席
が
残
っ
て
い
た
。
８
月
の

蒸
し
暑
い
中
、
日
が
暮
れ
る
の
を
待
つ
。

薄
闇
に
篝か

が
り
び火

が
た
か
れ
る
と
、
盆
踊
り

が
始
ま
っ
た
。

　

踊
り
に
は
、
賑
や
か
な
囃は

や

し子
を
伴
う

「
音
頭
」
と
、
哀
愁
を
帯
び
た
「
が
ん
け
」

の
２
種
類
が
あ
り
、
豊
作
を
願
う
踊
り

と
、
死
者
を
悼
む
亡
者
踊
り
が
混
ざ
っ

て
い
る
ら
し
い
。
踊
り
は
優
雅
で
、
非

常
に
難
し
い
ら
し
い
。
踊
り
手
が
こ
こ

の
生
ま
れ
で
な
い
場
合
、
西
馬
音
内
暮

ら
し
が
長
く
て
も
、
踊
り
に
慣
れ
て
い

る
つ
も
り
で
あ
っ
て
も
、
周
り
か
ら
は

「
ち
ょ
っ
と
踊
り
が
違
う
」
と
言
わ
れ
続

け
る
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
踊
り

の
素
人
で
も
「
に
わ
か
連
」
と
い
う
グ

ル
ー
プ
を
作
れ
て
し
ま
う
阿
波
踊
り
と

は
対
照
的
で
あ
る
。

　

盆
踊
り
の
歌
詞
は
「
ホ
ラ
時
勢
は
ど

う
で
も　

世
間
は
何
で
も　

踊
り
コ
踊

た
ん
せ　

日
本
開

か
い
び
ゃ
く闢　

天
の
岩
戸
も
踊

り
で
夜
が
明
け
た
」
と
格
調
高
く
始
ま

る
。
そ
の
後
の
歌
詞
は
、
多
種
多
様
で

あ
る
。
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
も
の
、
風
刺
も

の
、
即
興
も
の
、
農
村
の
お
お
ら
か
な

風
俗
を
唄
っ
た
も
の
が
続
く
。
旅
行
者

が
驚
く
の
は
、
何
と
い
っ
て
も
お
お
ら

か
な
風
俗
の
歌
詞
で
あ
る
。
隣
の
奥
さ

ん
に
踊
り
を
教
え
た
ら
、
お
礼
に
ふ
ん

ど
し
（
！
）
を
も
ら
っ
て
、
そ
れ
を
う
ち

の
カ
カ
ア
に
見
せ
た
ら
横
顔
を
殴
ら
れ

た
と
か
、
し
ま
い
に
は
と
て
も
活
字
に

は
で
き
な
い
言
葉
ま
で
飛
び
出
し
て
く

る
。
こ
う
い
っ
た
歌
詞
が
、
優
雅
な
踊

り
と
組
み
合
わ
さ
り
、
独
特
な
世
界
が

で
き
る
。

　

西
馬
音
内
に
行
っ
た
数
年
後
、
調
布

の
深
大
寺
で
西
馬
音
内
の
盆
踊
り
を
行

う
と
い
う
の
で
、
珍
し
い
と
思
い
見
に

い
っ
た
。
き
っ
と
西
馬
音
内
出
身
の
人

が
主
催
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、

さ
す
が
に
物
議
を
か
も
し
そ
う
な
歌
詞

は
流
れ
な
か
っ
た
。

　

盆
踊
り
の
歌
詞
に
は
、「
お
盆
恋
し
や　

篝
火
恋
し　

ま
し
て
踊
り
子　

な
お
恋

し
」
と
い
う
も
の
も
あ
る
。
西
馬
音
内

の
盆
踊
り
に
魅
了
さ
れ
る
人
の
気
持
ち

は
、
こ
の
よ
う
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
。

何
か
胸
を
締
め
つ
け
る
よ
う
な
、
懐
か

し
い
気
持
ち
。
日
本
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
実

感
す
る
不
思
議
な
お
祭
り
で
あ
る
。

独特の世界観のある

西馬音内踊り
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直
言
三
題

112　

か
み
さ
ぎ
こ
と
ぶ
き
会　

 

川
喜
田

　
泉

１
０
０
歳
の
居
場
所

19　

野
方
北
原
寿
会

 

高
見
沢

　
昇

会
員
の
増
加
に
つ
い
て

29　

亀
扇
会　

志
田

　
久
松

　

あ
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
食
品
売

り
場
に
て
、
店
員
が
パ
ン
パ
ン
と
威
勢
の

良
い
柏
手
を
打
ち
、「
さ
あ
、
ご
利
用
、
ご

利
用
」
を
叫
ん
だ
。
そ
こ
で
私
は
思
っ
た
。

「
う
ち
ら
は
池
の
鯉
か
」
。

　

同
じ
く
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
て

思
っ
た
こ
と
。
店
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
「
ど

う
ぞ
、
ご
ゆ
っ
く
り
お
買
い
物
を
お
楽
し

　

私
は
今
年
１
０
０
歳
を
迎
え
た
。
大
正

生
ま
れ
の
私
は
、
戦
場
生
活
を
含
む
激
動

の
昭
和
を
生
き
抜
き
、
非
戦
の
平
成
と
希

望
の
令
和
の
四
つ
の
年
号
を
体
験
し
た
。

　

現
在
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
を
10

年
以

上
続
け
、
女
性
会
員
に
詩
吟
を
教
え
て
い

る
。
他
に
も
、
野
方
北
町
会
と
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
世
話
役
を
長
く
続
け
、

特
別
表
彰
を
受
け
た
。
高
齢
だ
が
、
他
人

の
手
を
借
り
ず
、
自
助
自
立
の
生
活
が
私

の
「
居
場
所
」
で
、
「
日
々
是
好
日
」
で
あ

る
。

　

20

歳
の
徴
兵
検
査
は
甲
種
合
格
で
、
近

衛
師
団
に
入
隊
し
、
初
年
兵
の
と
き
、
昭

和
天
皇
の
観
平
式
に
参
列
し
た
感
激
を
忘

れ
な
い
。
22

歳
の
と
き
、
米
軍
艦
載
機
に

　

我
ら
が
亀
扇
会

も
、
歳
月
が
経

つ
に
つ
れ
徐
々

に
会
員
が
減
っ

て
い
き
、
み
ん

な
が
危
機
感
を

抱
き
、
何
回
も

何
回
も
何
回
も

会

合

を

重

ね

て
、
あ
れ
や
こ

れ
や
と
対
策
を

練
っ
て
き
ま
し

た
。
一
人
入
会

す
る
と
一
人
減

る
、
年
齢
も
全
体
的
に
か
さ
上
げ
さ
れ
て

高
齢
者
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
な
ん
と
か

な
ら
な
い
か
と
思
案
し
、
会
議
を
重
ね
て

役
員
さ
ん
た
ち
は
未
入
会
の
人
に
再
度
打

診
し
た
り
、
他
の
町
会
の
知
人
を
勧
誘
し

た
り
、
本
当
に
み
ん
な
が
総
力
を
挙
げ
て

会
員
の
増
加
を
図
り
ま
し
た
。

　

旅
行
、
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
、
民
謡
、
カ
ラ

オ
ケ
、
輪
投
げ
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
役

員
会
の
慰
労
会
、
食
事
会
、
懇
親
会
な
ど

で
会
員
の
和
合
を
図
っ
て
き
た
結
果
、
会

長
、
副
会
長
、
役
員
、
会
員
の
熱
意
と
協

力
に
よ
り
入
会
者
が
少
し
ず
つ
増
え
て
き

て
、
現
在
会
員
数
１
０
５
人
に
増
加
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
亀
扇
会
の
最
盛
期
の
人
数

に
匹
敵
し
ま
す
。

　

５
月
18

日
に
は
、
令
和
元
年
度
の
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
弥
生
区
民
活
動
セ
ン

記念の１枚

よ
る
東
京
初
空
襲
が
あ
り
、
皇
居
内
の
「
呉

竹
寮
」
に
お
わ
す
内
親
王
の
警
護
に
あ

た
っ
た
。
こ
の
年
の
夏
、
野
戦
小
隊
長
と

し
て
、
北
支
派
遣
軍
山
西
省
警
備
隊
要
員

に
転
属
し
、
初
め
て
異
国
の
土
を
踏
ん
だ
。

　

３
年
間
、
砲
煙
弾
雨
の
戦
場
生
活
を
送

り
、
25

歳
で
本
土
防
衛
要
員
と
し
て
、
茨

城
県
鹿
嶋
海
岸
防
衛
の
命
令
を
受
け
、
敵

の
上
陸
に
備
え
つ
つ
終
戦
を
迎
え
た
。
軍

隊
生
活
の
前
と
後
が
内
地
勤
務
で
あ
り
、

復
員
が
早
く
、
戦
後
の
復
興
に
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
と
し
て
早
く
活
動
で
き
た
こ
と
を
幸

運
に
思
う
。
だ
が
、
軍
隊
生
活
は
明
日
の

命
を
知
ら
ぬ
緊
張
の
連
続
で
、
快
適
な
「
居

場
所
」
で
は
な
か
っ
た
。

　

戦
後
26

歳
で
結
婚
し
、
曽
孫
を
含
む
20

人
の
家
族
が
妻
（
95

歳
）
を
は
じ
め
健
在
で

あ
る
こ
と
を
感
謝
し
て
い
る
。
結
婚
後
70

年
を
過
ぎ
、
戦
争
の
な
い
平
和
な
生
活
を

い
つ
ま
で
も
続
け
た
い
念
願
で
あ
る
。

み
く
だ
さ
い
」
と
告
げ
る
。
私
は
「
何
を
言

う
て
ん
ね
、
苦
し
ん
で
ん
ね
ん
や
」
。

　

関
東
バ
ス
の
車
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
。「
飲
み

終
え
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
空
き
缶
は
、
お

持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い

い
た
し
ま
す
」
と
い
う
こ
と
は
、
飲
み
残

し
て
い
る
場
合
は
持
ち
帰
ら
な
く
て
も
よ

い
と
い
う
こ
と
か
。
ピ
ン
ト
が
ず
れ
と
る

が
な
。「
バ
ス
の
車
内
で
の
飲
食
は
ご
遠
慮

願
い
ま
す
」
と
な
ぜ
言
わ
ん
の
や
。

 

（
今
年
70

の
お
じ
ん
の
ぼ
や
き
だ
す
）

タ
ー
３
階
の
３
部
屋
を
通
し
で
借
り
受

け
、
賑
々
し
く
設
備
を
整
え
、
大
勢
の
ご

来
賓
、
来
客
、
会
員
も
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
総
会
の
議
題
は
反
対
な
し
で
可
決
し

ま
し
た
。

　

祝
賀
会
の
テ
ー
ブ
ル
に
は
ご
ち
そ
う
が

な
ら
べ
ら
れ
て
、
演
芸
大
会
も
催
し
ま
し

た
。
の
ど
自
慢
の
会
員
の
美
声
で
幕
開
け
、

民
謡
ク
ラ
ブ
の
三
味
線
、
詩
吟
、
ハ
ー
モ

ニ
カ
、
み
ん
な
で
歌
う
コ
ー
ラ
ス
な
ど
、

楽
し
い
一
日
で
し
た
。
ご
来
場
の
皆
様
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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私
の
居
場
所

59　

上
町
ク
ラ
ブ　

西
出

　
民
子

見
守
り
支
え
あ
い
活
動
に
一
歩

81　

小
滝
泉
会　

眞
武

　
昭
江

簡
素
化
さ
れ
た
友
愛
ク
ラ
ブ
を

102　

仁
寿
会　

熊
本

　
道
子

編
　
集
　
後
　
記

　

令
和
の
年
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。
昭
和
か

ら
平
成
へ
、
そ
し
て
令
和
の
時
代
へ
と
人
生

の
歴
史
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
気
持
ち
は

複
雑
で
す
。
高
度
成
長
期
を
駆
け
抜
け
た
昭

和
の
時
代
。
バ
ブ
ル
崩
壊
や
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
と
闘
い
な
が
ら
企
業
戦
士
と
し
て

形
振
り
構
わ
ず
駆
け
た
平
成
の
日
々
。

　

そ
し
て
新
し
い
令
和
の
時
代
を
迎
え
、
私

た
ち
高
齢
者
に
分
か
り
切
っ
て
い
る
こ
と

は
、
超
高
齢
化
社
会
の
主
人
公
と
し
て
、
自

分
を
し
っ
か
り
守
り
【
自
助
】
、
仲
間
同
士
で

支
え
あ
い
【
共
助
】
、
健
康
で
快
適
な
人
生
を

目
指
す
こ
と
で
す
。
結
局
、
令
和
の
時
代
も

安
穏
と
し
て
い
ら
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

 

（
松
本
）

広
報
部
編
集
委
員

松
本　

克
二　
　

大
川　

輝
男

狩
野　

景
茂　
　

飯
塚　

光
子

穂
積　

龍
子　
　

石
塚
真
由
美

○ 

随
筆
・
ク
ラ
ブ
活
動
や
行
事
、
健
康
秘
話

や
体
験
談
な
ど
1
2
0
0
字
程
度
に
お
願

い
し
ま
す
。
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
は
原
則

と
し
て
1
人
1
首
・
1
句
と
し
ま
す
。

○ 

写
真
は
ク
ラ
ブ
活
動
の
紹
介
と
し
て
掲
載

で
き
る
も
の
。
手
札
サ
イ
ズ
で
紹
介
文
つ

き
。

○ 

原
稿
に
は
本
文
の
前
に
題
名
・
ク
ラ
ブ
番

号
・
ク
ラ
ブ
名
・
筆
者
名
を
必
ず
ご
記
入

く
だ
さ
い
。

　

原
稿
の
採
否
・
一
部
添
削
な
ど
は
編
集
委

員
会
に
お
任
せ
願
い
ま
す
。

　

原
稿
と
写
真
は
返
却
で
き
か
ね
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◇ 

会
員
の
皆
様
か
ら
の
投
稿
は
各
単
位
ク
ラ

ブ
会
長
経
由
で
、
編
集
委
員
会
に
お
渡
し

願
い
ま
す
。

◆
次
号
発
行
予
定　

２
月

◆
原
稿
締
め
き
り　

12
月
10
日
（
火
）

原

稿

募

集

　

初
め
て
投
稿
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

仁
寿
会
も
最
初
の
会
長
さ
ん
が
立
ち
上

げ
て
か
ら
30

年
に
な
り
ま
し
た
。
10

年
前
か

ら
前
会
長
の
奥
様
が
後
を
引
き
継
い
で
頑

張
っ
て
く
だ
さ
っ
て
お
り
ま
す
。
連
合
会
か

ら
表
彰
を
受
け
た
り
、
本
当
に
頭
が
下
が
る

思
い
で
す
。
し
か
し
全
員
が
高
齢
化
し
て
80

代
の
方
ば
か
り
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
活
動
内
容
は
昔
と
変
わ

ら
ず
、
大
変
複
雑
で
、
年
度
末
の
書
類
、
報

告
書
の
提
出
な
ど
は
特
に
負
担
を
感
じ
ま

　

友
愛
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
て
「
見
守
り
支
え

あ
い
活
動
」
に
深
い
関
心
を
抱
き
ま
し
た
。

　

地
域
の
集
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参

加
し
、
地
域
住
民
の
方
々
の
お
話
を
う
か
が

う
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
身
の
危
険
に
不
安
を

い
だ
い
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
困
っ
た

と
き
に
は
気
軽
に
助
け
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
、
何
ら
か
の
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
で
き
る

地
域
社
会
の
魅
力
あ
る
快
適
な
居
場
所
こ

そ
が
、「
見
守
り
支
え
あ
い
活
動
」
の
目
指
す

と
こ
ろ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

す
。
こ
ん
な
こ
と
が
原
因
で
、
会
長
に
な
っ

て
く
れ
る
方
が
い
な
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

会
長
を
は
じ
め
、
他
の
方
々
も
何
か
し
ら

病
を
も
っ
て
い
た
り
、
家
族
の
介
護
の
た
め

に
協
力
で
き
ず
、
問
題
を
抱
え
て
い
る
人
が

ほ
と
ん
ど
な
の
で
す
。
だ
か
ら
も
う
少
し
、

簡
素
化
し
て
気
楽
に
参
加
で
き
る
よ
う
な

活
動
を
考
え
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

で
き
る
だ
け
会
を
存
続
し
て
い
け
る
よ

う
に
な
ら
な
い
か
と
、
少
し
苦
言
を
申
し
ま

し
た
。
皆
様
方
も
ど
う
ぞ
、ご
自
愛
の
ほ
ど
、

心
し
て
ご
活
躍
し
て
く
だ
さ
い
。
役
員
の

方
々
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

大
き
な
テ
ー
ブ
ル
を
左
に
見
な
が
ら
、

周
囲
を
５
回
回
っ
た
。
姑
と
私
は
流
し
の

近
く
に
並
ん
で
座
っ
て
い
た
。
子
ど
も
た

ち
や
義
妹
は
離
れ
た
ソ
フ
ァ
で
賑
や
か
に

過
ご
し
て
い
た
。
姑
と
二
人
並
ん
で
座
っ

て
い
た
場
所
は
椅
子
を
並
べ
て
あ
っ
た
。

右
側
の
椅
子
は
、
私
の
居
場
所
だ
っ
た
。

　

優
し
か
っ
た
姑
も
逝
っ
て
し
ま
い
、
椅

子
の
向
き
も
そ
の
ま
ま
で
過
ぎ
て
し
ま
っ

て
空
し
。
で
も
、
私
の
居
場
所
の
椅
子
は

変
わ
ら
な
い
。

　

テ
レ
ビ
を
観
る
時
、
姑
は
真
正
面
か
ら
、

私
は
椅
子
の
音
を
た
て
、
居
場
所
を
変
え

て
い
っ
た
。
少
し
シ
ミ
の
つ
い
た
座
布
団
、

そ
し
て
少
し
硬
そ
う
な
座
布
団
で
も
、
何

の
違
和
感
の
な
い
ホ
ッ
と
す
る
私
の
居
場

所
だ
。
８
人
か
ら
一
人
に
な
っ
て
、
新
聞

も
広
げ
て
読
め
る
。
手
す
り
の
汚
れ
た
ま

ま
古
び
た
私
の
居
場
所
の
椅
子
。
愛
着
が

あ
る
80

年
間
座
り
続
け
た
椅
子
。
私
に

と
っ
て
は
最
高
に
心
安
ら
ぐ
最
高
の
居
場

所
で
あ
る
。

　

ま
た
、
住
み
慣
れ
た
地
域
か
ら
、
家
族
の

事
情
で
引
っ
越
し
を
さ
れ
る
方
に
は
、
不
安

な
気
持
ち
を
少
し
で
も
和
ら
げ
ら
れ
る
よ

う
、
逆
に
引
っ
越
し
し
て
こ
ら
れ
た
方
に
は

安
心
し
て
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
言
葉
を

か
け
る
な
ど
、
住
民
同
士
の
さ
り
げ
な
い
気

遣
い
で
、
誰
も
が
「
地
域
の
一
員
と
し
て
互
い

を
思
い
や
る
こ
と
」
が「
見
守
り
支
え
あ
い
活

動
」
に
大
切
な
意
識
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

公
的
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
、
身
近
な

民
生
委
員
、
町
会
、
活
動
セ
ン
タ
ー
の
方
々

か
ら
の
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
地
域
住

民
の
活
発
な
交
流
の
場
と
な
る
よ
う
、
自
身

も
勉
強
し
な
が
ら
協
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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10

《
白
寿
会
》

ふ
と
母
に
呼
ば
れ
た
よ
う
な
墓
参
道

 

勝
田　
　

孝

「
令
和
」
な
る
余
生
の
夢
へ
花
吹
雪

 

藤
井
千
代
子

新
緑
の
皇
居
き
ら
め
く
令
和
の
日

 

花
柳
喜
久
朗

春
灯
門
の
は
し
ら
の
女
文
字

 

辻
本　

節
美

28

《
多
田
長
生
ク
ラ
ブ
》

母
の
日
や
居
る
は
ず
の
な
い
声
を
聞
く

 

金
子　
　

幸

腕
が
鳴
る
筍
届
き
糠
ま
み
れ

 

桑
田　

治
子

万
葉
集
五
月
の
風
が
ペ
ー
ジ
繰
る

 

羽
鳥
扶
美
子

初
帰
郷
見
慣
れ
た
庭
に
緑
さ
す

 

宮
沢　

啓
子

濃
く
淡
く
湧
き
出
る
ご
と
く
緑
か
な

 

山
口　

貞
子

33

《
橋
場
ク
ラ
ブ
》

お
彼
岸
や
墓
前
の
花
の
美
し
き

 

田
中
美
智
子

37

《
コ
ス
モ
ス
文
園
》

花
筏
弘
前
の
堀
う
ら
う
ら
と

 

石
川　

枝
美

新
涼
や
小
さ
き
命
一
つ
増
え

 

須
藤
美
奈
子

胡
蝶
蘭
や
っ
と
一
輪
こ
ん
に
ち
わ

 

古
賀　

久
恵

57

《
白
鷺
長
寿
会
》 

花
筏
割
ら
れ
て
哀
れ
ス
ワ
ン
舟

 

澤
田　

友
宏

老
松
の
幹
く
ね
ら
せ
て
緑
立
つ

 

小
林
千
枝
子

サ
イ
フ
ォ
ン
の
音
と
炎
や
春
の
雨

 

道
明　

節
子

空
澄
み
て
肌
の
風
に
も
秋
を
知
る

 

藤
原　

幸
夫

平
成
終
り
次
の
元
号
令
和
な
り

 

金
崎　

敏
保

87

《
栄
寿
会
》

フ
ラ
ラ
コ
や
父
の
手
温
い
お
さ
な
き
日

 

柳
岡　

広
子

102

《
仁
寿
会
》

元
号
を
三
回
迎
え
な
お
自
立

 

熊
本　

道
子

夕
焼
け
の
赤
一
色
に
山
燃
や
し

 

武
本　

敏
子

葉
桜
や
風
に
吹
か
れ
て
小
鳥
居
ぬ

 

渡
辺　

広
子

109

《
な
べ
よ
こ
ク
ラ
ブ
》

炎
天
下
足
に
ま
つ
わ
る
影
を
追
い

 

田　

雅
子

111

《
野
方
こ
と
ぶ
き
会
》

水
に
添
い
風
に
果
て
た
る
花
行
脚

 

谷
島　

政
子

中
友
連 
趣
味
の
文
芸

芦
の
湖
の
さ
ざ
波
光
る
南
風

 

吉
田　

裕
子

平
成
終
え
令
和
を
告
げ
る
春
の
夢

 

辻
岡　

清
治

さ
く
ら
舞
う
古
城
つ
つ
み
て
暮
れ
に
け
り

 

岡
村　

藤
江

大
南
生
れ
し
ハ
ー
ブ
に
容
赦
な
く

 

伊
藤　

和
子

お
は
じ
き
の
色
と
り
ど
り
に
夏
木
陰

 

日
比　

芳
子

南
風
校
歌
を
歌
い
肩
を
組
む

 

福
島　

和
雄

沈
丁
花
居
場
所
に
ほ
わ
す
路
地
の
闇

 

根
岸　

一
男

竹
林
に
南
風
吹
き
て
道
険
し

 

赤
須
す
ず
よ

散
り
敷
き
て
川
面
流
る
る
花
筏

 

小
池　

広
子

祭
り
日
や
並
ぶ
エ
プ
ロ
ン
南
風

 

田
中　

好
枝

街
路
樹
の
花
よ
り
見
事
ふ
る
き
幹

 

八
京
加
代
子

漣
を
夕
日
が
染
め
て
鷭
鳴
け
り

 

幸
田　

遊
子

風
船
を
握
る
幼
児
の
丸
い
頬

 

嶋
田　

和
子
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37

《
コ
ス
モ
ス
文
園
》

角
館
桜
花
花
何
処
迄
も

　

老
い
も
若
き
も
花
よ
り
ダ
ン
ゴ

 

石
川　

枝
美

102

《
仁
寿
会
》

お
だ
や
か
に
平
成
は
去
り
て
は
れ
ば
れ
と

　

迎
え
し
令
和
に
平
和
を
祈
る

 

武
田　

節
子 

104

《
う
ら
ら
会
》

手
づ
く
り
の
和
紙
人
形
楚
々
と
あ
り

　

教
室
の
友
い
か
に
お
わ
す
や

 

伊
藤　

幹
子

118

《
し
ら
さ
ぎ
寿
会
》

過
ぎ
さ
り
し
被
害
災
害
多
く
あ
り

　

ゆ
え
に
令
和
は
世
の
灯
台
に

 

西　
　

洋
子

116

《
寿
さ
く
ら
会
》

逆
風
を
乗
り
越
え
人
は
人
と
な
る

 

島
田　

裕
吉

118

《
し
ら
さ
ぎ
寿
会
》

ト
ラ
ン
プ
も
相
撲
観
戦
賞
送
る

 

西　
　

洋
子

万
葉
の
令
和
久
住
歴
史
に
燦

 

柿
内　

法
音

ト
ラ
ン
プ
は
季
節
は
ず
れ
の
青
嵐

 

黒
木　

京
子

風
雪
の
年
輪
か
さ
ね
え
が
お
じ
わ

 

三
浦　

節
子

思
い
や
り
言
葉
変
れ
ば
お
せ
っ
か
い

 

神
田　

ユ
キ

要
介
護
ト
リ
セ
ツ
無
用
認
知
妻

 

神
田　

幸
男

各
ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
お
礼

　

中
野
区
友
愛
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
報
発

行
に
際
し
ま
し
て
、
ご
協
賛
い
た
だ
き

ま
し
た
ス
ポ
ン
サ
ー
各
位
に
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
と
も
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

小
山
栄
子
さ
ん
は
５
月
１
日
に
ご
逝
去
さ
れ
、
こ
の
俳
句
が
ご
遺
稿
と
な
り
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

一
斉
に
空
を
見
上
げ
る
柿
若
葉

 

森
山　

良
水

 

118

《
し
ら
さ
ぎ
寿
会
》

ベ
ラ
ン
ダ
で
多
様
な
花
が
咲
き
香
る

 
西　
　

洋
子

日
脚
し
の
び
赤
白
ピ
ン
ク
芝
桜

 

柿
内　

法
音

田
植
時
つ
ば
め
飛
び
交
う
季
節
か
な

 

三
浦　

節
子

新
し
い
令
和
元
年
長
生
き
す

 

神
田　

ユ
キ

サ
ク
ラ
鱒
お
口
の
中
に
春
が
来
た

 

黒
木　

京
子

新
緑
が
眠
の
奥
に
夏
を
呼
ぶ

 

神
田　

幸
男

66

《
幸
寿
会
》

春
田
打
つ
天
の
神
よ
り
水
貰
い

万
緑
に
漉
さ
れ
て
戻
る
人
の
世
に

母
の
忌
や
淡
き
ひ
と
日
を
き
す
げ
咲
く

 

小
山　

栄
子

24

《
江
古
田
凛
友
会
》

羅
う
す
も
の

を
着
て
袖
涼
し
舞
稽
古

 

鈴
木　

恭
子

令
和
初
つ
雲
の
間
出
づ
る
月
光
美

 

向
井　

好
枝

30

《
相
生
喜
楽
会
》

雪
洞
も
揺
れ
て
ほ
ん
の
り
花
見
酒

 

亘　

源
太
郎

106

《
中
野
歴
文
会
》

暮
そ
め
て
か
が
り
火
に
映
え
遅
桜

 

中
庭
め
ぐ
み

つ
つ
じ
燃
ゆ
野
点
の
薄
茶
寺
の
庭
 

安
永　

準
子

新
入
生
令
和
元
年
曾
孫
な
り

 

篠　
　

紀
子

花
の
庭
フ
ァ
イ
ナ
ル
惜
し
む
同
期
会

 

小
林
侑
己
子

平
成
の
最
後
の
桜
雨
散
ら
す

 

小
結　

紳
江

青
葉
梟ず

く

能
楽
堂
の
笙
と
鳴
く

 

新
井　

敦
子

（15） 会　　　　報 第 97 号



......................... 中野区社会福祉協議会の助成金により、中野区友愛クラブ連合会の活動は支援されています。.........................

私たちと一緒に、

　和気あいあいと

　　活動してみませんか？

いつまでもはつらつと元気でいたい、

仲間と一緒に楽しく交流したい。

友愛クラブは地域のつながりを大切にしながら、

仲間づくり、生きがいづくり活動を行っています。

中 野 区 友 愛 ク ラ ブ 連 合 会
中野区地域支えあい推進部  地域活動推進課内

TEL 03-3228-5571

入会のお問い合わせ

第 97 号 会　　　　報 （16）

私たちは中野区友愛クラブ連合会の活動を応援しています
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